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1. 授業の概要（ねらい）
卒業後の仕事や生活において、役立つ金融の知識を解説する。本講義では中央銀行の機能や金融政策の効果、金融政
策に影響を及ぼす国際金融の基礎知識について解説する。日本銀行における勤務経験を活かして、実務的な側面を重視
し、できるだけ実際に生じている経済状況を前提に、討論を活用しながら、わかりやすく説明する。

2. 授業の到達目標
社会人になったときに役立つ社会生活に不可欠な金融の理論を修得する。具体的には、社会に大きな影響を与える中央
銀行の機能と金融政策の効果、金融政策に深く関連する国際金融の基礎的理論と知識について理解し、説明できるよう
になることを目標とする。

3. 成績評価の方法および基準
期末試験（80％）を中心とするが、その他小テストや授業への積極的な参加状況などを加味する（20％）。

4. 教科書・参考文献
教科書
教科書は使いません。
参考文献
藤木 裕　入門テキスト 金融の基礎　東洋経済
内田　浩史 　金融　有斐閣

5. 準備学修の内容
各回の講義の数日前にLMSに説明資料のPDFを掲載するので、この資料をよく読んで予習し、ノートにその内容を取りま
とめておくこと。また次回講義までに前回の復習をしっかり行っておくこと。

6. その他履修上の注意事項
金融論Ⅰ、同Ⅱの両者を継続して履修することが望ましい。第11回講義にあたる部分は毎週の講義と別にオンライン授
業を実施する。

7. 授業内容
【第１回】 資産選択の理論

家計や企業がどのようにして金融資産選択を行うかについて説明する。
【第２回】 資金調達の理論

企業の資金調達手段の選択について説明する。
【第３回】 中央銀行の役割

日本銀行を例に中央銀行の役割と機能を説明する。
【第４回】 金融機関に対する監督規制

政府や日銀による金融機関監督とセーフティネットの仕組みについて説明する。
【第５回】 金融政策の目的と手段

金融政策が何のためにどのようにして行われるかを説明する。
【第６回】 金融政策の実務

金融政策の主な手段である公開市場操作を中心に金融政策の実務を説明する。
【第７回】 金融政策の波及経路

金融政策がどのような波及経路をたどって、経済全体に影響を与えるかを説明する。
【第８回】 外国為替市場

外国為替市場と各種外国為替レートについて説明する
【第９回】 外国為替レートの決定理論

外国為替レートの決定理論として購買力平価説と金利平価説を説明する。
【第10回】 為替レートと金融政策

外国為替レートの決まり方がどのように金融政策に影響を与えるかを説明する。
【第11回】 国際通貨体制（オンライン授業で実施）

固定相場制から変動相場制に変化した国際通貨制度の歴史的変遷を説明する。
【第12回】 日本の金融政策（１）

ゼロ金利政策、量的金融緩和政策について説明する。
【第13回】 日本の金融政策（２）

包括的な金融緩和政策、量的質的金融緩和政策について説明する。
【第14回】 日本の金融政策（３）

マイナス金利付き量的金融緩和政策、イールドカーブコントロール付き量的質的金融緩和政策について説明す
る。

【第15回】 まとめと試験、解答の解説
講義の全体を取りまとめ、試験を行う。試験終了後、解答の解説をおこなう。


